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第100号を迎えた山桜会会報誌

藤原 弘邦 （高[茨木］24期）

会報100号を記念し、今まで会報作成に携わって頂いた
広報委員長の方々に作成に携わった経験について、一言
コメントを頂きました。私も、現在２期目（４年目）になりま
したが、山桜会での、広報の在り方・意義について常に考え、

また、学院や大学校友会とともに、会員の方々に同窓会を
含む会員の情報・会の活動・学院の状況を、お伝えし皆様
に「山桜会の存在」を認知頂けるよう今後も頑張りたいと
思います。

会報100号を記念し、今まで会報作成に携わって頂いた
広報委員長の方々に作成に携わった経験について、一言
コメントを頂きました。私も、現在２期目（４年目）になりま
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　古い話で、記憶がぼやけ勝ちですが、

多分昭和61年頃から、理事として山桜会に

関わることになり、その後、梅垣会長の時

代に、“山桜会の活性化” を掲げて、兎に角、

会の基礎作りから取りかかりました。
　「広報」をしっかり活躍させよう、と自分で
自分の首を絞めたようですが、『山桜会』の
存在を兎に角みんなに知って貰おうと。

　年１回出るか出ないか迄落ち込んでいた

『山桜会報』を年２回発行と定め、私が

初めて手がけたのが、平成４年６月30日

発行の《第48号》でした。

　山桜会の存在を知って貰おうと、在校生

達や、先生方にも配布しました。

　学校便に乗せ遅れて、茨木まで自分で

持っていったこともありました。

　立派な『山桜会報』が今に続いている

ことを嬉しく思っています。

多喜 晴代

　私の記憶によりますと会報を増井副会長が
編集されていた頃から約30年、評議員をさ
せていただいております。多喜次期副会長が
PCもない時代なので、原稿の追加や訂正で
大変苦労されておられるのを横目でみており
ました。まさか広報委員として手伝うことに
なるなどは考えもしない事でした。広報担当
副会長を拝命することとなり、松本委員長や
岡本氏の協力のもと68号よりカラー刷りの
会報を発行、その当時としては珍しいことで
したが、実行出来ました。掲載内容も充実し

各学校報告や活躍する卒業生等掲載し、
70号からは横書きに変更、片桐先生自筆の
山桜会報の縦書き文字を横書きに校正し直し
しました。これは現在に至っております。
その後小曽根氏の協力のもと中川委員長・
藤原委員長が奮闘の中、毎回新しいニュース
や企画が反映しているかと思います。平成
13年からは HPも配信し、会報と連携の中、
会報の細部まで気を抜くことなく発行されて
いるようですのでこれからも愛読していただ
くようにお願い申し上げます。
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